
RC版戸建住宅　価格査定マニュアル

サンプル画面 1 査定の前に、まず建物の状態を確認し、査定対象かどうかチェックします。

サンプル画面2 査定方法は原価法を採っています。

基本情報（延床面積・築年月等）に建物の劣化具合、維持管理の状況等を加味して、建物価格を査定します。

サンプル画面3 スケルトンとインフィルを分けて考えます。まず、スケルトン（構造部）を判定します。

スケルトンのグレードを

入力します。

0～7までのタブに、調査した情報を入力します。

（公財）不動産流通推進センター



サンプル画面4 スケルトンの劣化度を判定します（下記画面は「簡易判定」の場合）

イラストと説明文から

スケルトンの劣化度を選択（判定）します。

判定の助けとして、劣化状態別の

写真サンプルもあります。

屋根・外壁のメンテナンス履歴

を入力します。

（公財）不動産流通推進センター



サンプル画面5 インフィルを判定します。外部建具・内装など、部位別に判定します。

サンプル画面6 査定者が「目視による評価」を加えます。

サンプル画面7 査定価格を算出し、売却価格提案書を作成します。

インフィルのグレードを

入力します。

リフォームをしていれば、

その内容を入力します。

売却希望者へ提出する

「売却価格提案書」を出力できます。

（公財）不動産流通推進センター


